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平成２４年度沖縄県青年リーダー研修会

平成２４年９月８日（土 ・９日（日））

●１５．選挙における啓発事業として、何かアイディアがあれば、教えてください。

▼ＳＮＳをつかった政治家自身のＰＲ、小・中・高への出前授受

▼議員とのつながりの場がほしい。

▼ﾒﾃﾞｨｱによる啓発事業（芸能人のＣＭ）をもっと取り入れて若者も参加しやすくしてほ

しい。

▼チラシの枚数を減らして、投票所にも公報を

▼選挙の意義を小中学校等の教育の場に！！

▼家庭で選挙について考える場をどうにかしてつくる。自分は親が選挙・政治について、

話す時間を作ってくれているので、県議会選挙に興味をもったし、政治に参加しなきゃと

思うことができた。

●１７ 「政見発表会」をとおして感じたことや質問・要望などを自由にご記入下さい。．

▼選挙について深く考え学ぶことができた

▼時間をかけてやる価値は十分にあった。

▼限られた時間だったが、もう少し時間が欲しかったです。

▼生で聞けることはなかったのでとても良かった。

▼回答時間が短い

▼楽しかったです。充実した内容でした。

▼企業誘致、沖縄にマッチした産業とは、沖縄の雇用問題は切実です。

▼沖縄県の若者に対する気持ちが聞けて良かった。

▼議員と直接対話できる機会は少ないので貴重な体験をしたと思う

▼各党は別としても党と自信の意見を照らし合わせてバランスを取っている

▼今まで身近に感じることがなかったので、政見発表会という場はとてもためになった

▼皆似たような政策とかを掲げているが政党の違いで選挙にも影響が出るんだと感じた

●「選挙ワークショップ」をとおして感じたことや講師への質問などを自由にご記入下さ

い。

▼自ら考え、また周りと比べることで自分の実力を知った。

▼意見を共有して、完成させるのは充実でした。

▼実際の選挙を体感出来た

▼伝えたいメッセージを工夫しれば有権者は理解しやすいんだなと思った

▼まちづくり楽しくできました

▼役所職員だけでなく、学生、その他の方達とランダムにチームを組んで、活発に話がで

きたのは良かった

▼意見をまとめることの難しさ

▼所属グループが投票数ＮＯ．１だったので満足です
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▼同じグループの人々の意見を聞き新しくひらめきもあってさらに他のグループの発表も

参考になった

▼とてもやりがいがあって楽しかった

▼政治を身近に感じられ、また以前より知識を増やすことができた。とても素晴らしい活

動だと思う。

●本研修についての感想をお聞かせ下さい。

▼今回のﾘｰﾀﾞｰ研修を通して、初めてこんなに選挙について考えました。正直、選挙権を

持ったからといって政治への関心が高まることは、実際あまりないと思います。

そこで、若者がどういったきっかけで政治や選挙について興味を持つかが課題となってい

きます。私はそのきっかけが今回のﾘｰﾀﾞｰ研修となりました。

政見発表会では、原田さんのお話を聞いて、学生でも行える選挙活動というのを学ぶこと

ができました。また、ワークショップでは自らの意見と他の意見を聞くことで知識の向上

につながりました。

本当に行って良かったと思います。ありがとうございました。

▼今回初めて研修に参加したのですが、選挙の大切さについて改めて学んだし、こうして

一票の意思表示することで政治について考えることはとても重要なことだと感じた。

そして、ワークショップでは、グループでさまざまな意思を出し合ってそれを共有し、

一つのものを完成させることは充実感とともにとてもやりがいのあるのであったし、各グ

ループともに真剣に取り組んでいたのでどれも良いものであったと思います。

最後に、参加できて良かったし、とても楽しかったです

▼各政党の方々の意見を生で聞くことが出来た貴重な時間でした。県内も様々な問題を抱

える中、各々の意見を客観的に捉えられた事も、すごく良かったと思います。日常生活の

中で、政治を意識していくことも改めて感じさせられました。貴重な経験させて頂きあり

がとうございました。

ワークショップでは年齢も様々な方達の居る中、いろんな角度からの意見だったり、討

論する事の楽しさを肌で感じる事が出来ました。新しい刺激をもらい明日から視点の変わ

った自分で仕事やプライベートを過ごすことになれるかと思います。１段階レベルアップ

出来た気がします。二日間ありがとうございました。

▼政見発表会を聞いて政党議員によってさまざまな意見が出ておもしろいなと思いまし

た。特に気になったのが投票可能年齢の引き下げ。大城憲幸さんは社会の一員として若者

に自覚を持たせるためなら引き下げてもいいのではないかと述べていたけど屋良さんは政

治に知識がない子どもが大人に一票を道具にされてしまう。引き下げには反対だ、大人が

責任を持つべきだと行っていたのでいろんな意見があっておもしろいなと思った。

ワークショップは町づくりを体験して新たに気付けた事があって良かった
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▼多くの政党の意見を直に同時に聞けることは面白かった。

昨年に続き、二度目の参加だが、低投票率への危機感と、何かしたいという思いが一層強

くなった。ﾘｰﾀﾞｰ研修で得たエネルギーで沖国大生の投票率向上を図るサークル”投票率

ハイびすかす”を立ち上げることができた。

私のように、何かアクションを起こしたい者にとって、今回の講師である原田さんの体験

談はとても勉強になった。また次回も若者として活動している方の話を聞きたい。

▼とても良い経験になりました。

今回のﾘｰﾀﾞｰ研修会で今まで分からなかった沖縄の政党や党の考え、政治に対しての若者

の一人として改めて考えさせられました。

もっと選挙や政治の事を勉強したいです

▼政見発表会は・・・

政治家の方達の、いろいろな話をきけて良かったです。身近な人たちに感じ楽しかったで

す。また、こういう場は大事だなーと思い積極的に参加したいと思いました。

ワークショップ・・・

初めて会う人と初めての意見交換してのまちづくり。

「何するの？」と不安の中・・・３グループは会話も弾み楽しく会話意見を言い合えるの

も大事なんじゃない？かなと思い・・・楽しめました。とても良かったです。

（まとめ感想）

”キャッチな文で許えて政策を実現”

第３グループ楽しかったー(>∀<)

政治の話題を身近に取り入れ、政治をお友達として共有していけたらなぁーと思い、研修

内容に満足でした。

▼各政党の政見を聞いたとき投票について義務として考えることについて、各政党の意見

が分かれていたので興味深かったです

ワークショップでは、各グループの町づくりの方法について、様々な考え方があることが

わかった。

予算などを考慮に入れていなかったので現実性がなくなってしまった。

集落ごとの意見集約が必要だった。

▼政治をいかに身近に感じれるか、他の人はどう考えているのか。
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今回の政見会、ワークショップでは意見が活発に飛び交い

又、が学生と交流できた事が良かったと思います

貴重な経験ができました。

▼施設の配置はどこも同じ感じだったけれど、置く目的の違いや、置いた後のビジョンを

分かりやすく説明することで、別の政策として感じられた。

また、政党の話ではネットワーク社会に対応して、フェイスブックやＳＮＳを使った選挙

活動の模索など新しい試みがなされているうえに若者の選挙率ＵＰのために教育の見直し

を行うべきという意見もあり２０歳未満の人でも選挙に係わることが大切だと感じまし

た。県議員が何を思って行動しているのかよく分からなかったのでとても良い経験になり

ました。

最後に、選挙公報の見方や感じ方が変わりました。

とても楽しく参加ができて良かったです。

▼研修当初は半数以上が大学生であることにおどろき、議論の際に感覚のギャップがない

か心配でしたが、公報作成時には、意外と意見がまとまり共有できたので良かったと思っ

ています。

政見発表会では、質問が思いつかず、後になって思い出したのが、悔しかった。

選管職員として、若い世代や、現役大学生の生の意見が聞けて非常に参考になりました。

ありがとうございました。

▼現在の政治状況の改善を各党それぞれの視点から政策を立ててまた有権者一人一人の心

の在り方で選挙の在り方も大きく変わっていけるのでは無いか、具体的にイメージできる

わけではないが、研修をうける前よりそういった思いが強くなっている。

特にワークショップは、どうしたいか？どうなるのか？といった意見を多く出し合い、

まとめていく中でも伝える側にも分かりやすく、考えて、レイアウトや、発表方法にも力

を入れたことが良かった。自由な時間の時々は違う環境。年代の人々の話をして、知らな

かったことやより深く知ったことなどこの研修によって多くの刺激を受けた。

▼今回、初めてこのﾘｰﾀﾞｰ研修に参加したんですが、各政党のみなさんの若者の低下につ

いてと、失業率について今後の改善点に関するテーマについての意見を聞いて普段から若

、 、者と政治が遠い関係になりつつある現状において 今回の研修で改めて若者の１人として

もっと政治に興味・関心をもとうと思いました。

政見発表会では、今現代の若者の投票率の低下について７党の違った意見を聞くことが

出来ました。私自身も、投票する側として、有権者の選挙に対する意識改革はとても重要

なことだと思ったのですが、一方で見方を変えると、若者の一人として、今、社会がどう
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変化しているのか、かたいイメージで近寄りがたい政治をなくしてほしいと感じるものも

ありました。

普段聞けない議員さんの話で、これから社会に出る上で今回得たことをいかしていきたい

と思います。

▼私は、先日行われた県議会議員選挙に参加したことで、政治・選挙への関心をもち、こ

の研修に参加しました。選挙に参加する際に、新聞やテレビなどのメディアや、親と選挙

について話すことである程度知識をもっているつもりでした。しかし、この研修に参加し

て、自分の選挙への知識がまだまだであることがわかり、この２日間でたくさん得るもの

がありました。本当に参加して良かったです。新田さんやとうこさんがここで得たものを

持ち帰って、家族や友人に共有して下さいと言っていました。私は必ず、周りの人々と共

有して、選挙の投票率をアップさせたいと思っているので、これからもこのような活動を

続けていってほしいと思います。この二日間たくさんの刺激を受けることができました。

もっとたくさんの若者にこのような体験をしてほしいと思いました。

▼・政党と市の間で議員の方は板挟みになることがあるんだと思った。

・意外と皆同じ意見を持っており個人としての差はないが、政党の力で優位に立つことが

できてるのかと思った。

・若者の政治離れは政治家の問題という声もあるが政見を聞いて、私たち若者がもっと積

極的に情報を確保し、意識を改革しなければならないと思う。

ワークショップでは各々が意見を出し、それについて話し合うという活動をして、本当に

政治をしている気になった。自分の持っていない考え方や知識を得る事が出来、とても勉

強になった。１日前の自分よりかは成長できたと思う。

２日間本当にありがとうございました！


